
賛成

この3年間で自治体に配られた金額は840億
円で、全体の47％が使われていない。新たな課
税ではなく、今ある財源から国が交付すればよ
い。

弥富市の水環境は、上流の森林環境と一体であ
ることを理解してもらい、市内行事に森林の産物
の紹介など、上流と下流の交流事業を願う。

佐藤仁志議員那須英二議員

討
論
討
論

討
論
討
論

反対

6
月
定
例
会
は
、5
月
23
日
か
ら
6
月
23
日

ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、人
事
案
件
で
あ
る
農
業
委
員
会

委
員
11
名
の
任
命
を
、全
会
一
致
で
同
意
し
、

「
令
和
5
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）に
つ
い
て
」も
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
弥
富
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」を
は
じ
め
5
議
案
と
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
所
管
の
委
員
会
に
付
託
、

審
議
し
、5
議
案
は
原
案
ど
お
り
全
て
了
承
、

請
願
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
、請
願
に

対
し
て
、各
常
任
委
員
長
か
ら
経
過
と
結
果
の

報
告
が
な
さ
れ
、全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。請
願
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、追
加
議
案
と
し
て「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
税
の
目
的
は
。

森
林
整
備
等
に
必
要
な
地

方
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る

観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
。

他
の
用
途
に
使
え
る
の
か
。

森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て

改
め
て
譲
与
さ
れ
、
他
の
用
途

に
は
使
え
な
い
。

減
免
制
度
は
あ
る
の
か
。

被
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
人
、
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
人
、
失
業
者
な
ど
法

令
に
定
め
ら
れ
た
人
が
免
除
対

象
。

♦
請
願
者
：
津
島
民
主
商
工
会

♦
請
願
事
項

制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
免
税

事
業
者
へ
の
新
た
な
税
負
担
や

過
酷
な
実
務
負
担
が
始
ま
る
。

制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書
を
政
府
に
送
付
し
て
ほ
し

い
。

本
会
議
初
日

本
会
議
初
日

議
案
質
疑

議
案
質
疑

本
会
議

最
終
日
本
会
議

最
終
日

弥
富
市
税
条
例
の

一
部
改
正

請
願
第
1
号

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
に
送
付

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」

議案第20号 
弥富市税条例の一部改正に対して可決

実施まで3か月余りで、事業者の対応も始まっ
ている。
課税業者には経過措置、免税業者にも支援措置
の適用があり、導入により正確で不当のない経理
処理が行われ、必要な制度である。

新たな事務負担と、経済負担が増えるのは暮ら
しと経済に大きな影響がある。免税事業者が受け
取る消費税は預り金ではなく役務の対価である。

佐藤仁志、
那須英二議員

三浦義光、
堀岡敏喜議員反対 賛成請願第1号に対して不採択

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

◀

6
月
定
例
会
最
終
日
に
出
席

者
全
員
で
き
ん
ち
ゃ
ん
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
を
着
用
し
た
議
場
風
景

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト・議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

視
察
報
告

お
し
ら
せ

No.70 2023年7月25日発行　議会だより　やとみ 2


